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講演

ノヴゴロド、白樺木皮簡の用字法について

佐藤純一

1951年考古学者アルツィホフスキーの組織したノヴゴロドの中世都市遺構の発掘調査の過程で
(1) 

白樺木皮簡 10点がはじめての発見され，未知の新史料として注目を集めて以来35年が過ぎ，そ

の後続々と発見された白樺木皮簡の総数はすでに 600点を超えた模様である C 4 )。アルツィホフ

スキイとその協力者の名で写真ないし写生図とともに詳細な発掘データ，語句の注釈，現代語訳

をそえて印刷公刊された白樺木皮箆は1976年度発掘分までの 539点に達し，専門家の研究に十分

な資料を提供している C 6, 7, 8. 9, 10, 11, 12 ) 0 (補注参照〉

これらの木皮簡は白樺の樹皮の内面あるいは両面に尖端の鋭い骨または金属製の鉄筆状の用具

コ (2) 、
で掻き傷ないし圧迫痕のかたちで文字を記したもの で， 11 世紀かり 15世紀にわたり，その内容

は私信やメモ，売買・貸借の証書類，在霞経営に関する指示や報告，落書きや手習いの反故など

(3) 
を含み，羊皮紙文書に比べて私的かっ日常的性格の短いものが多い。

同様の白樺木皮簡はその後スモレンスク，プスコフ，ヴィテプスク，スタラヤ・ルサ， トルジ

ョクなどの諸都市でも発見された C 4, 14) が，スタラヤ・ルサでの発見例 13点はアルツィホフス

キイらの最後の刊行分( 12 )にあわせて印刷公刊されている。

ノヴゴロドの白樺木皮簡の発見以前にも白樺の樹皮に記された文字資料は存在はいくつか知ら

れており，その中にはサラトフ近郊で発見された 14世紀の金帳汗国期の文書や115世紀初めにシベ

(4) 
リアで貢物の記帳に用いられた白樺樹皮製の帳面の例などがある が，いずれも高価な羊皮紙や

紙が使えない僻地や貧しい生活の中でのごく稀な事例とされ，中世のノヴゴロドのような大都市

における白樺木皮鯖の大規模かつ臼常的な使用は全く予想外の事実であった。

ノヴゴロドにおける発掘調査の全体とその経過，中世の道路の舗装に用いられた丸太の年輪年

代学的測定にもとづく各層位の絶対年代の決定や，主要な白樺木皮簡の内容とそれに関係する中

世ノヴ、ゴロドの史的背景などについてはヤーニンの一般向けの著書(1 6) によって知ることができる。

また，ロシア中世史資料としてのノヴゴロド白樺木皮簡の学問的な分析記述はチェレプニンの著

作( 15 )に詳しい。日本においてはすでに松木の正確周到な紹介( 3, 4 )があるが，白樺木皮簡

の言語学的研究の側面について本稿が従来の欠を幾分でも補なうことができれば幸いである。

I 

はじめに，これまでのノヴゴロド白樺木皮簡の言語学的研究の主要なものをあげる。

(5) 
最初の 2 年間の発掘分( 1951-1952 )については各分野の専門家の分担執筆 による「ノヴゴ
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ロド白樺木皮簡の古文字学的および言語学的分析J (13) があるが， 1953-1957年度の発掘分に

ついてはアルツィホフスキイの 3 冊の報告書(8.9. 10 )にボルコフスキイが独立の論文を添える

(6) ~ ザザ
かたちで詳細な研究が示されている。 しの時期まで人すでん 300点を超える白樺木皮簡が検討

の対象とされ，その言語の特徴を示す基本的事実はほぼ完全に把鑓されているが，ジュコフスカ

ヤの著書( 1 )は初期の研究の総括展望としてすぐれたものである。

個々の木皮億のテクストの解釈の矛盾や欠陥の指摘を続けてきたメシチヱ Jレスキイは 1969年の

論文( 5 )において，ノヴゴロド白様木皮簡の言語が民間の書館文として洗練完成された文体的

(7) 
側面を有することを主張する 一方， 11-12世紀の木皮簡の言語に第二次口蓋化の痕跡が認めら

れないものとする見解をはじめて定式化した。

ノヴゴロド白樺木皮簡の最初の発見以来30年余りを経て発表されたザリズニャクの論文( 2 ) 

はこの分野で最新かつ最大の労作で，上述の先行する諸研究の成果や主張を総合して新しい研究

の視点を提出したものと評価できるので，その主要点を以下に紹介する。

立

ザリズニャクの論文は「白樺木皮簡に用いられた用字法体系 J ( S 2 -S 19 ), í語棄と史的

音声学 J ( S 20 -S 43 ), í古ノヴゴロド方言の形態論的特殊性J ( S 44 母 58 )の 3 部より成り，

ザリズニャク自身は自分の研究が一般的な問題の解決を意図するものではなく，個々の白樺木皮

簡の研究の精密化をめざすものにすぎぬことを強調している(昔 1 )が，その結論はきわめて多

岐にわたる具体的なものである一方，ノヴゴロド白樺木皮鰐の言語の性格の定義という一般的な

問題に深く関わってくるのは当然、である。その結論の要点はつぎのとおりである。

1. 白樺木皮簡は同時代の羊皮紙文書の多くに見られる標準的文語の用字法と異る独得の実用的

用字法体系によっており，木皮箆の多くはその範囲内で極めて正確な表記を実現している。木

皮簡を標準語の規範から色脱した無教養な地方住民の所産とするのは誤りである。

2. 白樺木皮簡の用字法の中心的特徴は，任意のもを o と書くこと(も→ 0) ， b と e を相互

に交換可能な文字とすること( b=e )，および /e/ξ/é!の書きわけをしないことなどであ

る。

3. 11 ー 12世紀の白樺木皮簡の表記は第二次口蓋化と全く無関係で， 13世紀以降にはじめてこれ

を示す少数例が見出される。たとえば，標準的な11;壬7江もに対応する X壬TJle (肱 247 )，標準的

な C'b"pb í灰色ラシャ地」に対応する X'b"pb ( No.130) ， 標準的な 3B缶9江a に対する rB壬T3p;a

( CT. pyc. No.8) ， 標準的な BbCH ， Bb C:卦fもに対応する BOXH ( No. 497 ), BbxeMO ( No. 

87)など。この点で古ノヴゴロド方言はポ}ランド語，カシュープ語，スロヴァキア語，スロ

ヴェニア語などと共通する。

4. 白樺木皮簡の多くに共通する形態論上の主要な特異性は次のとおりである。
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i) -0語幹名詞の単数主格および形容詞の男性単数主格形とー江分詞の男性単数形に語尾

-e が用いられること(標準的な形ではーも) : X江e6e (ぬ 424) ， OHTaHe (肱 169 ), 

p;emeBe( þ.弘 424) ， I10C江副Ie( 肱 169 )など。

jj) 甲a 語幹名詞の単数生格。複数主格一対格および形容詞の女性単生・複主一対と一刀分誌の

女性複主の語尾が{壬ァとなること(標準的な形では -bI ) : 6ec KOyH壬ァ (No. 526) , Tp沼

rpHBH壬，. (肱 73) ， a 江BbpH K壬，.J1壬，.(No. 247，女複主〔上述 3 参照))， Ha rB壬，.3 P;もK壬Y

BeJIHK缶壬，. (CT. pyC. No.8 ， 長語尾女複対〔上述 3 参照))， ロOHHM出I壬，.(ぬ 140 )な

ど。

ili) つa 語幹名詞の単数与格一所格および -JO 語幹名詞の単数所格に語尾ー缶を用いること

(標準的な形では -H): K Mapb壬，. ( No. 53 ), Ha KOH壬，. (No.78) など。

IV) 動詞霞説法現在 3 人称単数および複数はともに末尾の-Tbを欠くこと: a TH 60y月e

BOHHa (地 527 ), qOJIOMも品切 (=6bIOT) xp抗TbA肋(ぬ 307)など。

5. 特殊な統語論的特徴としては接続詞 p;aTb(=可T06bI) と直説法現夜による従属節が用いられ

る : ・・・・・・ MOJIHBH 瓦BopaHHHy ITaBJIY .••• 1:J;aTb rpaMoT壬ァ He p;acTb. 

(No.5)i証文を渡さぬようパーヴェル殿様に言上せよ j など。

6. 11-13世紀の白樺木皮簡のほうがより新しいもの( 13世紀中葉以後)よりも方言的偏りを著

しく示している。

7 白樺木皮簡に見るかぎり古ノヴゴロド方言は音頭・形態論・統語論および語震の上で西スラ

ヴ諸語〈とくに北部リャフ方言)およびスロヴェニア語と多くの共通点があり，東スラヴ、語の

他の諸方言とは異なる特徴を示している。

上に要約した結論の諸項目はその大部分がザリズニャク以前にいろいろな研究者によってすで

に指摘・主張されたことがあったが，サリズニャクの功績はその全体会総合すると同時に個々の

問題点についてより徹底的に解明・確認し，多くの木皮簡について新しい統一的な解釈を示した

ことにあると思う。彼の研究の出発点は全木皮簡のテクストの精密な鋸査分類にもとづき，それ

らに特有の用字法体系を抽出設定することにあったが，以下ではこの点についてより具体的に述

べることとする。

皿

木皮簡 No.460 ( 第 1 図〕は 12世紀のもので，いまのところ最も古くかっ完全なアルファベット

の例とされているが，その構成は 34文字に過ぎず， s と 3 ， H と!と V ， 0 と\lJ， oyと日のよう

(8) 
な二重三重の余剰を含む一方で， bI とるを欠いている。 筆跡の未熟さから，まだ習いはじめの

書き手の記憶不十分による脱落と解する余地もない訳ではないが，現実に bや bI やその他の文字

そ欠く木皮簡の実例が多数見出されるので，これをある時期のある時期の人々によって用いられ
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た実際的な文字体系の 1 例と考える ζ とは十分可能と思われる。

使用された文字の種類が極端に少い木皮簡の例としては14世紀後半のぬ 497 (第 2 図)があげ

られるが，ここではも， b , bI ，壬:r，疏， A が完全に除外されている。しかもこの木皮簡が示

す用字法が必ずしも表音的でないことは， 1<, B のような前置詞をあらゆる場合を通じて1<0 ，

BO としたり，語末の子音字のあとに必ずーo を添えて TI01< OrrOHO ， ropogo , 60ro , BaMO , 

ωCOTaBHMO のように書いてあることからも明らかである(これらは標準的な TI01<江OH'b，

ropogも， 60r'b, BaMも， OTCTaBHM'bに対応する)。また， 日01<OrrOHO ， fOpHrOpH , 

ceCTopH , COrrOBa , WCOTaBHMO などのように子音簡に一oーを挿入して，一見いわゆる

第 2 次母音重複( BTOpOe ロorrHorrraCHe )ないしは領律的読法( C1<aHgHpoBaHHe (L. 

sσαnsio) を思わせるような書き方も，恐らく発音とは結びつかな t \，文字面だけの現象と考

えられる。

こうした発音に関りのない，いろいろな用字上の規則が当時の読み書き教育によって，子供た

ちに与えられていたらしいことは， 13世紀前半の OHφ双M 少年の入念な習字のあとを残す木皮箆

No. 199 の裏面〈第 3 園)の落書き中の IIo1<rroHo i� OH8HMa 1<0 ，UaHHIT-告という書き方から

も容易に推測できる。

ノヴゴロドの白樺木皮簡を残した人々の間に様々な用字法体系が生じたのは，文字という複雑

な機能を持つ記号の性質そのものが原因であるということができる。

すなわち，一般に表音的な文字体系は当初は音韻的対立に対応するように文字の区別や用字法

が決められるが，やがて音韻体系が変化して文字と音声の対応が失われ，文字国での混同や混乱

が生まれる。さらに一定の時間を経てその混同。混乱が最大限に達し実用上の不便が著しくなる

と，新しい音韻体系を反映するより合理的な文字体系や用字法に移行すると考えられる。ただし，

中世においては標準的な用字法体系を維持するための社会的権威や政治権力は近代国家の場合ほ

ど発達していないので，現代の諸言語の正書法のような強い拘束力を持たない個々の用字法は一

般に不安定で，時代や場所，集団によって様々な変種がごく狭い範囲内で生じ得たはずである。

その際，教会関係の書物や文書と公的な記録などは標準的な言語と用字法の伝統を守ろうとする

傾向が強かったが，日常的・私的な必要をみたす書き付け類の場合はそれと異なる様々な用字法

が生じ，一見奇妙で不合理なものも地方的な流儀として長く保たれた例があったと考えられる。

中世の東スラヴ人たちの間に文字の使用が導入されたのはキエフ・ルーシがキリスト教を公式

に受け入れた 988年以後のことと考えられてきたが， ζ れまで発見された最古の白樺木皮簡は肱

246 と地 247 の 2 例で，ともに 11世紀前半の可能性委示す層位から出土している。木皮簡は一般

人の日常的な文字使用を裏づけるものであるから，このことはノヴゴロドではこの時期にすでに

文字の使用が一般化していた可能性を示すとともに，現存の東スラヴの最古の羊皮紙文書である

「オストロミール福音書J (1056-1057) より古く，しかも確実に当時のノヴゴロドの言語によ
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って書かれた資料を我々に与えている可能性も示しているのである。

それはともかく，東スラヴ人が文字の使用を始めてのちに生じた最大の音頭変化はもと b が母

音体系から失われたことで，これに関係する音韻体系の変化は羊皮紙文書の文字面にも根本約な

変化をもたらした。すなわち母音としてのもと b はほか、位置j で消失脱落する一方， í強い位

十 (9) 古
置J では o および e に父替した が，音戸函の支えを失った両字母は記号字母としての道を歩み

はじめるとともに，開音節の原則が消滅した結果，新しい子音連続の出現や位置による子音の同

化が生じたため，それらを反映した文字面の動揺は極めて激しいものとならざるを得なかったか

らである。羊皮紙文書や金石文から判断する限り，このもとるに関わる音頭体系の変化は12世紀

中頃までに進行がはじまり， 13世紀中に完了したものと考えられて来た。

ザリズニャクはこのもと b の推移の反映を白樺木皮簡でも確かめるための調査を行なったが，

音声とは無関係にものかわりに 0 ， b のかわりに eを用いる用字法の存在を仮定するならば，上述

の「強い位置」におけるも， b と 0 ， e の交替ないし混同は一切音韻変化の情報としては価値を失

なってしまうことに気付かざるを得なかった。さらにはれ、位置J でも'1'>， b を機械的に 0 ， e 

に移すことがあり得るので，結局音韻変化の証拠として使えるのは子音聞の本来的な弱いも， b 

(持CもC ，特CbC) と本来的な子音連続(持CC) の間の区別の有無だけであることに着目して，

これによって 11世紀一 13世紀の白樺木皮館を詳しく調べ，断定可能な 43点の特徴を整理して次の

ような結論に達した。

1. 12詮紀前半までの14点のうち 10点はこの混同を全く示さず，全体として問題の音韻変化の進

行がそれほど顕在化していなかったことが推定できるが， 11世紀のNo. 526 および12控紀初のぬ

336 にそれぞれ 7 分の l ないし 6 分の l 程度の確率で混同が生じており，また， 12世紀初の 2

点(地84，ぬ335 )は混同の有無が 1 : 0, および 1 : 1 のように事例が少いので控訴定が難し

いとしている。

2. 12役紀中葉からはこの混同の優勢な木皮簡が現れはじめるが， 12世紀と 13世紀の境界期まで

混同のない木皮簡も認められる。ただし，その比率は混同のないものおよび混同が 7 分の 2 程

度以下のものの合計 8点に対し，混詞の圧倒的に優勢なものおよび混同の有無が 1 : 4 程度以上

のものの合計が15点となっている。

3. 13世紀前半期以降ではもはやこの混同の圧倒的に優勢な木皮箆のみが現れる。

4. 従って古ノヴゴロド方言においては， í~5J ~、位遺 j のも， bの消失脱落は基本的には 12世紀

に進行し， 13世紀初には完了したものと考えられる。

上述のザリズニャクの結論が示すところによれば，白樺木皮簡の示す限りではも， bの推移の

進行の開始と完了は従来の羊皮紙文書による推定よりも半世紀ぐらいずつ早かったと考えること

ができ，また，キエフを中心とする南西地域と比べてノヴゴロドにおけるこの推移がとくに遅か

ったとする根拠はないとする見解が示されている (2(35)) 。なお，この基準により「弱 L 、位
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置のも， bJ の混同が全面的に認められる木皮簡の用字法は後期古ロシア語のノル?を示すもの

と考え，その具体的な内容の検討に移るが，ただし，逆は真ならずで，この混同を含まないもの

をすべて前期古ロシア語のテクストとすることはできない。書き手が要職者などのように伝統的

な標準的用字法をマスターしている場合は後期のテクストでも混同を含まない可能性があるから

である。

IV 

任意の木皮簡に認められる用字法と標準的な羊皮紙文書の用字法とのずれを記述する方式はつ

ぎのとおりとする。

1. 標準的用字削が木皮館では a2 となるときは al → a2 のように示す。ただし，その交替が時

々の場合は al → al/a 2 ないし al → a2/al のように頻度の高いほうを先にして二様の表示をす

る。

2. 標準的用字法における aJ と a2 の区別を木皮簡がまったく行わずに， al と a2 を自由に入れ

替えて用いているときは al 二勾ないし a2 = al のように示す。

ノヴゴロド白樺木皮簡に特徴的な用字法はも， b と 0 ， e の文字上の取り扱いの問題で，もー

0 , b - e のペアの聞につぎのような関係が見られる。

1. も- 0 のぺアではも→ 0 ， 'b = 0 ，およびも→ 0/も。ただし0 →もは殆ど見出だされ

な L 、。

2. b - e のペアでは b = e , e • b , および b→ e.

ザリズニャクは 11世紀から 15世紀にわたる木皮僑の大・中テクストのすべてと若干の小テクス

側
トの合計約 200点 について上記の用字法の有無とそのタイプについて時代願に分類・整理した

結果を示しているが，それによれば白樺木皮簡のもー 0 ， b - e のペアの間に見られる特異

な用字法は 12世紀前半から現れはじめるが，その通時的経過には 3 つの明瞭な時期とそれぞれの

中間移行期 2 つを認めることができるという。

1. 前期 (11世紀一 12世紀初〉は上述のペアの聞に混同がなく，標準的用字法がそのまま行われ

ているテクストのみである〔ごく稀な混同例を含めて 15点)

a) 第 1 移行期( 12世紀前半 -12世紀後半〕にはも一 0 ， b - e の体系的混同がはじまる

が，テクストによる混同の比率は約半々で，混同のない(またはごく少い〉テクストは 13点，

各種の特異な用字法によるものの合計も 14点程度である。そのうちの最も多いタイプはも=

的
0 で 6 点，ついでも→ 0 が 5 点である。

2. 中期( 12世紀末 -13 ・ 14世紀境界〕は問題のペアの混同の最優勢期で，混同の全くない唯一

の例 No.293 は司祭の手になるものであり，混同のごく少いものも 2 点に過ぎないが，各種の混

同を体系的に示す木皮簡は 50点以上に及んでいる。したがって伺々のタイプの用字法はむしろ
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この時期のノルマと考えることができるが，最も多いのはも→ 0 の 31点で，ついでも= 0 

の 11点， も→ 0/もは 9 点といった分布である。

b) 第 2 移行期(14世紀〉には混同のないテクストが増加するが，混同を含むもののほうが遥

かに優勢で，その比率は前者 21点に対し後者37点である。

3. 後期( 14 . 15世紀境界一 15位紀〕には混同を含まないテクストの優位が再び訪れ，体系的な

混同を示すテクストは著しく減少する。その比率は前者が37点に対し，後者が10点となってい

る。

以上のようなもー 0 ， h - eの混同を特徴とする用字法の適時的ひろがりについては.すで

にジュコフスカヤ C 1 )の指摘があったが，ザリズニャクの研究によってこの用字法の最初の例

がすでに12世紀初頭にあり，その終結もずっと遅く 14 ・ 15世紀の境界頃であることが明らかにさ

れた。その結果'h， h の推移の進行と完了よりもずっと長期にわたっても， h と 0 ， e の底男せを

しない様々な用字法がノヴ、ゴロド白樺木皮簡に用いられていた事実がはじめて明らかになった。

白樺木皮簡の用字法にはさらに後で述べるようないろいろな約束があり，かえって標準的な書

物の用字法より書きかたが難しい面さえある。たとえば KOHh はほかに KOHe ， KもHh ， KもHe

などとも書かれるわけで，発音と関係ない文字屈だけの約束なので，書き子にも読み手にも相当

の練習が必要なはずである。

ザリズニャクの指摘するように木皮街地 531 の書き予の AHHaという女性は 12 ・ 13世紀の境目

ごろに約 150 語よりなる長大なこの書簡を書くにあたりも→ 0 の用字法を徹底的に守り， 標準

用字のもをすべて 0で書く作業を47田も行って，もをそのまま残すようなミスを 1 度も犯してい

ないのである。従ってこの用字法を決して書き手が無学であった結果とすることはできないので

ある。

V 

字母告についても同様の調査が行われ，木皮簡の用字法としては三つの時期の区別があること

が明らかになった。

fi~ ~ .o~._ 
1. 前期 (11世紀一 12世紀後半)は壬T - E のペア人最古の木皮簡を含めて混同の例が 17点あ

るが，壬7に関する混同を含まないものが優勢を占めている( 28点〉。

2. 中期( 12世紀末一 13 ・ 14世紀境界期〕は壬T - E の混同が優勢である (39点〉と同時に，骨四

11 の混同が始まり (8 点) ，告の混同を含まない木皮僑はごく少数 (8点〉に過ぎない。

3. 後期(14世紀前半 15世紀)にはほぼ半数の43点が合目況のぺアの混同を示すが，舎の混

同を含まないものも39点と増加している。一方壬T - E の混同を示すものは減少し(17点) ，と

くに昔→ B のタイプのものは 14世紀末から現れなくなる。

ザリズニャクの解釈はつぎのとおりである。すなわち，古ノヴゴロド方言では当初は/巨/は
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/e/ と区別を保ち，大部分の場合は"b"と e は混同されなかったが，すでに最古の木皮傍(ぬ

246 )を含め/話/を文字 eで書く用字法が少数例存在した。 12世紀末から昔→ Eまたは昔→

E/壬T の用字法が支配的となるが， 13世紀から認められる分自沼の混同は軟子音のまえおよび語

末では (é/ が [iJ に近くなった事実を示すものかも知れない。 すなわち，これは純粋に文字

面の約束ではなく，音声的な影響の可能性がある。 (é/ と /e/ の書きわけをしない用字法は14

世紀末からは衰退するが，これはもと 0 ， b と e の書きわけをしない用字法の衰退と同様で，

この時期以降ノヴゴロド共和国の政治的社会的意義が低下し汎ロシア的とくにモスクワ的影響が

強まり，標準的な用字体系が在来の生活的用字体系にとって変ったことを示している。

VI 

これまで述べた白樺木皮簡の用字法の中心的特徴のほかに，より重要性の少~ \, しかし興味深

い特徴がいくつか示されている。

1. ~ー可の混同は可→~，可= ~がふつうのタイプであり， この混同ぞ示さない木皮簡

は少い。

2. 'h四 b の混同は古くから例があり， b •'h, b→も/b b = 'h などのタイプがある

が， 13世紀一 14世紀後半にこの混同はなく，単純な書き誤りに限られている。 14世紀末から 15

世紀にかけて再び混間がはじまるが，語末に照られる。これは第二次南スラヴの影響の浸透を

うかがわせる。

3. 略目 e の混同は最古層ではすべて陀→ e を示し， 11世紀から 13没紀まで隠はほとんど用

いられなかった。ただしNo.199 が示すように13世紀前半の OHφHM の予習の中には陪がある。

13泣紀後半からは砲のあるものが優勢となり， 14 ・ 15世紀境界期以降は隠の使用がノルマとな

った。

4. bl- も， b! - Hの混同:すでに述べたとおり No.460 のアルファベットは b! を欠いているの

で b! なし用字法体系があり得た可能性は否定できないが，前者( b! •'h /b! )は書き誤りの可

能性がある一方，後者( b! • H/b! )は 14世紀一 15世紀の木皮簡に多い。

以上がノヴゴロド白樺木皮衝の用字法に関するザリズニャクの研究と言及の大要であるが，彼

は個々の木皮簡に独特の用字法体系の存在を認めることによって，より合理的な解釈を引き出し，

難読個所の解釈や従来の窓意的な読み方の誤りを正すのに数多くの成功を i収めた。最後にそうし

た成功の l 例を紹介する。

木皮筒肱 142 (第 4 図〉は従来から書き予の文盲ぶりを示すひどい書き方の典型とされて来た

ものであるが，ザリズニャクに従えばも君 0 ， b = e ，壬7 →壬T/E などのタイプの用字法に

従っており，その範囲内で極めて正しい表記を行なっている。書き誤りと忍われるのはわずかに

1 カ所(ロepep;ものかわりにロe瓦もとしてある〉に過ぎないことになる。また，とくに下線の部
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分では，アルツィホフスキイの解釈を訂正しているが，その根拠はつぎのとおりである。

下線の部分を標準的な用字で復原すれば， < A 可bTO OMe澄:b- rrpHIIIJ1IOTb ，日 Bbl HM'b 

KOHb MOH ro江y6bIH p;aHTe cも江lOP;bM沼， p;aTb COX~ He K江ap;eTb; a He 

B'b3bMeTb , H Bbl BO CTap;O rrycTHTe rre[pe]江も江即日bMH. J>となろう。ここで

OMeIlH:Tは OMeIIIa I翠頭j の複対(本稿第 E 節 4 -11 参照〉で， COX壬ァもやはり coxal型J

の複対である。また，本稿の同じ場所( 4 ー IV )で指摘した形態論的特徴により，はじめの

rrpHIII江ω は単 1 ではなく複 3 のロpHIIIJ1IOTb として，その主語は手紙のはじめに言及されている

MapK と OneKca を考えるのが適当である。そして江aTb を可To6bl のような接続詞とし，直

説法現在とともに用いる構文(第百節 5 参照〉とすることで文意は完全に把握されるのである。

なお， B'b3Me , J11OP;MH などに見る~5J t 、位置の b の脱落(すなわち *cc との混同〉は，後期古

ロシア語全体に共通する用字法のノル?を反映するものであるから，とくに誤りとするには価い

しない。

ザリズニャクの労作は白樺木皮簡の研究に新しい方法論的Z基盤をもたらすとともに，スラヴ語

の史的音韻論の基本的諸テーゼ、にもとづく具体的な文字資料の研究・解釈の模範を示したものと

いうことができる。音声と文字の複雑な相関の実態を71\皮簡の用字法体系の分析を通じて明らか

にしたこの研究の一般的意義にも注目すべきであると思う。

本稿は 1985年10月 17 日名古屋大学で開催された日本古代ロシア研究会の古代中君主ロシア研究ゼミナールに

於ける筆者の講演「ノヴゴロド白樺文書の言語の特徴について j の要約と補足である。

第 l 図木皮舗 No. 460

4ff/l 

D 5 
npOpJ.1Cb rpaMOTbl NQ 460 XII B. 
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第 2 図木皮簡 NO.497

t,<g7 

Ilpop附Cb rpaMOTbI N2 497 (XIV B. 後半)

日OKonOHOωrABPL1Ælω 口OCEHM KO 3四

ATM MOEMY KO rOPMrOP11)1{11 KYMY 11 K-

o CECTOPM MOEM KO YflMTM. 可OEM ECTE nｭ

OMXA刀M BO ropo~o KO PA~OCTM M-

OEM , A HAllIErO COnOBA HE l¥) CTA田
BM瓦M. ~A EOrO BAMO PA且OCTE

MM BA迎Ero COnOBA 

BOXM HE 久lCOTA-

BMMO. 

(アルツィホフスキイ訳)

IToKnoH OT faBpHnhl OT ITOCTHH K 3HTW MoeMY K fpHropHw H 

KYMY H K ceCTpe Moe話 K YnHTe. XOTb 6hl Bhl noexa江 H B ropo p;, 

Ha pap;OCTb MOW! A Hamero npHrnameHHH He OTCTaBHnH 6hl. 且 a 首

60r BaM pa p; OCTe詰. Mhl Bamero npHrnameHHH Bce He oiCTaBHM. 
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第 3 図木皮筒 No.199
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第 4181 木皮簡 No.142 

o ! 2 .7与 5

npOpl1Cb rpaMOTbl Ng 142. ( X皿/XW B.) 

¥tr EC゚ l�a R 'bBφHMy. 可T'b npHIDJIe 切I MapRh R To6也 JIIOJJ;HH W JIhRCa , HJIH 

R'b meBe M'hIOI, \trBiu~aH 粍My TaK'h: RaKもI{CH JJ;'hK'hB'IaJI'b MapRe C'b MB'hIO, Moil 

Bhl民xaTH oa lleTp'hBO JJ;hoe R T06也 H pOCM'bTpHTH CbJIa CBOl{r 'h, T'b6il p'hme  

CB'h.¥¥ COtl\TH , a MO也 OaKJIaJJ;bI TBOI{ JJ;aTH, a HCTHoa JJ;ana. A '1eT'h WMbmil 
EPHillJIIO. H BbI HM'h R'bOe M'hH rOJIy6bIU JJ;aHTe‘ C'b JIIOJJ;MH  JJ;aTe. c'h�il 

ne RJIaJJ;e. A oe B'h3Me. H BbI BO CT四'h nYCTHTe neJJ;'h JIIOJJ;MH・ nyCTH oa OeM'h 

T tI\m tl\, a oe oa M時. A tl¥30 CtI¥ caMe C OHMO $BeJJ;aIO. 

TIepeBecTH rpaMoTy MomHO TaK: 

(<OT Ec時a K 00争I1My. ECJIH np盟国流町 OT MapKa K Te6e JIIOp;e益 OJIeKCa HJIH K meHe 
Moe盆， OTB凹a益 eMy TaI<; KaK Thl , MapK，瓦orOBOpHJICII CO MHOIO, H Bhlep;y K Te6e oa 
lleTpOB 瓦eHh (29 I1IOHII) H OCMOTpIO CBoe ceJIO, a Thl CHHMeillh CBOIO pomh, a H OTp;aM 
Te6e upOneHThl, a OCHOBHO盆 I\aUHTaJI OTp;aH. AeCJIH 11 UpHillJIIO COillHHKH, TOrlIa Bhl 
EM  lIa語T_e MOﾟX rOJIy6LIX I<OHei�. C JIIO瓦hMH p;a益Te ， He 3auplIraII B COXH. A eCJHI OH 
mB03hMeT・ nVCT週刊 HX B CTa,110 uepe,ll JIIOlI.hME・ IIycTb 08 HaqHHaeT TIIm6y, a He 11. 
A 11 CaM C HIIM CrOBOpIOC.h恥

3am13HHK 訳

A eCRH npHWRIDT (MapK H OneKCa) 江eMexa ， TO Bbl HM 江a鼠Te MOerO 

rony60ro KOHH npH n泊五日x ， C TeM t!T06bl OH (MapK) 問 HaKna山Ban Ha 

Hero COXH; a eCnH OH He B03bMeT , TO Bhl nycTHTe KOH兄 B CTa,nO npH 

nID且HX. • • 
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注

(1) 6epeCTflHbJe rpaMOTbJ または rpaMOThl Ha 6epeCTe と呼ばれる。

(2) ただし，インク書きのもの 2 点 ( No. 13, No. 496 )が含まれる。

(3) 20語以下のものが大多数で， 20語を起えるものは約 150点であり，しかもそのうち 50語以上

のものは34点に過ぎない。

(4) これらはすべてインクで書かれたものであるという (16(27//)) 。

(5) 執筆者とその分担はつぎのとおり: P.H.ABaHecoB (BBe月eHHe ， φOHeTHKa) ，

H.B.BaxHJIeBa (neKcHKa) , B.H.BopKOBCK凶 (BBeAeHHe ， CHHTaKcHc) , 

n.rr. 双yKoBcKaH (rr叩eorpa加兄)， rr.C.KY3Heu;oB(Mopφ0江orHH) 。

責任編集者はボルコフスキイである。

~ B.H.BoPKOBCKH益， nHHrBHCTHtIeCKHe 且aHHbJe HOBropOACKHX rpaMOT 

Ha 6epecTe (8 ( 89 -155) ) ; OH 双e ， nHHrBHCTHtIeCKHe AaHHble HOBro-, 

pO月CKHX rpaMOT Ha 6epecTe(H3 paCKOロOK 1955r.)C 9 (85 -147)); OH 

双e ， nHHrBHCTHtIeCKHe AaHHbJe HOBropo江CKHX rpaMOT Ha 6epecTe (H3 

-34-



paCKorrOK 1956目 1957rr.) (10(169-322)) 。

(7) メシチェルスキイのこの主張は，ノヴゴロド白樺木皮僑の言語をキエフ・ルーシの標準語か

ら著しく逸脱した地方の無数養な住民の口語と見るヴィノグラドフらの見解に反対するもので

ある cf. B. B. BHHorpagoB , OCHoBHble rrp06rreMbl H3y可e日目見 06pa30BaHH克

H pa3BHTHfl 瓦peBHepyccKoro 江HTepaTypHoro fl3hlKa. 且oKrrag Ha 

工V Me)l{よ~yHapo日HOM Cもe3ge crraBHCTOB B MocKBe B 1958r. 

(8) アルファベットの木皮簡の他の例としては完全なものはぬ 199 ( 13世紀)だけで，これは37

文字を含むが， 中， a , ヰ， v はなく，首OTaU;H兄をあらわす字は憾だけである。 木皮衝

ではないが 1954年に同じネレフスキイの発掘現場から文字手本と思われる 36文字のアルファペ

ットを刻んだ13世紀末ないし14世紀初の木片( 8 ( 79 -81)) が発見されているが，その構成

と順序はNo.199 とはやや相違している。また14世紀初の木皮街No.342 には字母による数字価の

表示法を 5 桁まで示しであるが，これにはや， a , ヰも含まれているのがわかる。

(9) í~.IH 、位置 J と「強い位置j の定義およびも， hの推移の実例については，木村彰一「古代

教会スラヴ語入門j 白水社， 1985 ， p p..43-46 を考照されたい。このように母音も， hの消

失の傾向はすでに古教会スラヴ語の諸テクストにおいて認められ，それに極めて近い「オスト

ロミール福音書j にも散発的な事例が見出だされる。母音も， hの推移はすべてのスラヴ語に

生じたので，これは共通スラヴ語に匪給したこの傾向が，分化した後のスラヴ語に継承されて進

行を続け， iまぼ同時期に完了した音韻変化の過程であったと考えられる。

側 以下における木皮簡テクス卜点数表示にあたっては同一筆者によるものは 1 点として扱うも

のとする。

的 以下の用字法のタイプに関する言及では b 四 e の混同は殆どすべてもー o の混同と同時

に認められるので，特に重要な傾向と考えられるもののほかはそのタイプについて示さない。

ω ここの E は音韻 /e/ を表すもので，具体的な文字としては e のほか， e → b の混同で生

ずる b の場合も含む。

補注 最近1977年一 1983年発掘分のヤーニンとザリズニャクの名による報告書が刊行され，そ

の総数は 614 点となった。
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